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申請者の用いた材料は, チンパンジ ,ー シロテテナガザル, フクロテナガザル, オランウータンの類人
蘇, セミブラキエータ- の旧世界ザルであるダスキール トン, - ヌマンラング- ル, 四足歩行の旧世界ザ
ルのニホンザル, タイワンザル, セミブラキェ- クーの新世界ザルであるクロクモザル, ウ- リーモンキ
ーの10種77頭であり, ゴリラ, ヒトについては文献から引用している｡ 下肢筋の量的構成を知るために,
申請者は個体ごとに各筋の重量の下肢筋全重量に対する百分率をとり, これを相対重量値と呼んだ｡ この




きいのに対して, 後者では大殿筋, 中間及び内側広筋, ヒラメ筋という- 関節筋が大きい筋構成を示すこ











論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
ヒトの出現には直立二足歩行を可能にする運動器官, 特に下肢の機能の獲得が必要条件であったと考え
られ, 多くの研究者がこの問題を追求している｡ 一方, 衝立歩行出現以前のヒトの祖型がとっていたロコ
モーション様式については, 現生大型類人猿のブラキエイショソ (Washburn), 現生サル類の四足歩行





相対重量値を算出した｡ 用いた資料は10種77頭の霊長類である｡ 次に申請者は, 雌雄の胎児, 新生児, 幼
戟, 成獣の各発育段階について, 資料数の多いニホンザルを用いて種内変異を検討した｡ その結果, 下肢




種間比較においては, 先ず四足歩行型のニホソザルと二足歩行型のヒトを比較し, ヒトでは股関節, 膝
関節, 足関節それぞれの- 関節筋, すなわち大殿筋, 内側広筋と中間広筋, ヒラメ筋が大きいのに対して,
, ニホンザルでは二関節筋とくに大腿二頭筋が大きいという顕著な差を見出した｡ 次いで他の霊長類を-
関節筋と二関節筋の相対重量値の大小関係から調べ, ①ニホンザル, ④ヒト, ④そのいずれとも区別しが
たいものの3つのグループに分類した｡ ①には四足歩行の旧世界ザル, ④にはオランウータンを除く類人
猿, ④にはオランウータンとセミ･ ブラキエータ- の新世界ザルが属するという興味深い結果を得た｡ つ
いで類人猿の特徴的な筋構成は, サルよりも1 関節筋の大殿筋, 広筋は大きいが二関節筋は小さく, その
点ではヒトに類似するが, ヒトよりも大殿筋及びヒラメ筋が小さいという結論に達した｡
申請論文は筋重量備により, これらの種特有のパターンを設定することにとどまることなく, 更にそれ
ぞれに特異なロコモーション様式における下肢の機能とどのように関係しあっているかを解析したo 申請
者は下肢筋の機能を筋電図を用いて分析し, 類人猿の二足歩行時の筋活動はニホンザルとは異なり, 広筋
群とヒラメ筋に同期的活動を認めた｡ このように筋重量値から見た筋構成は, 下肢の機能すなわち躯幹の
支持及び推進の機構とよく対応している｡ この申請者の研究は未開拓の分野であり, これまで想像の域を
出なかった両者の対応関係を明らかにしたものとして高く評価される0
申請者は結論として, 類人猿の下肢筋構成が活動時の筋活動とともに四足歩行型のサル類とは異なり,
二足歩行型のヒトに近いということから, 直立歩行獲得の前段階のロコモーション様式は, 現生類人猿の
ブラキエイションの前段階と共通するであろうという極めて重要な示唆を与えている｡
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参考論文は, ヒトに特徴的に大きい下腿三頭筋を各種霊長類について筋重量値だけでなく長径, 幅径と
ともに詳細に比較したもので, 主論文とともに申請者の広い学識を示している｡
よって, 本論文は理学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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